
これからの公共施設の在り方について検討する

検討の進め方（本日の位置づけ）

公共施設の役割について

現況・課題について

8～10月

11～１月

エリア別の公共施設の在り方について

2～３月

地域拠点施設への集約化・複合化の
シミュレーションについて

４～６月

R６年度

シミュレーションの実施及び評価

７～９月

公共施設の在り方・再編方針素案作成

10～１2月

パブリックコメント・とりまとめ
1～３月

公共施設の在り方・再編方針（構成案）

１．公共施設の在り方・再編方針の位置付け
◼本方針の位置付け
◼本方針の構成

２．公共施設の現状と課題
◼公共施設の現状（設置状況、基本情報 等）
◼将来の見込み（人口推計、財政見通し 等）
◼公共施設の抱える課題

３．公共施設の在り方・再編方針
◼ これからの公共施設の設置目的
◼公共施設マネジメントの目標
◼公共施設再編の方針 （検討対象施設、基本的な考え方）
◼ エリア別方針

４．地域拠点施設の在り方方針
◼地域拠点施設の在り方
◼拠点施設への集約・複合化を図る機能
◼集約化・複合化のシミュレーション
◼集約化・複合化により期待される効果と実施上の課題

５．今後の進め方
◼令和８年度以降の再編検討について
◼事業実施上の課題

※参考資料
◼検討経緯（各種会議の開催概要、WS結果概要 等）
◼ シミュレーション結果詳細

検討委員会 庁内検討 市民参加

地域拠点施設を中心とした再編の在り方について検討するR７年度

✓ 施設の抱える課題
✓ 利用実態・ニーズの変化
✓ 公共サービスの地域バランス 等

第1回

第2回

第3回

第４回

第５回

第６回

第７回

パブコメ

✓ 人口減少・少子高齢化社会に求める公共施
設サービスの在り方

✓ 機能の集約化・複合化等の考え方
✓ 諸室の複合利用・シェアリングの可能性 等

✓ これからの公共施設サービスの在り方
✓ エリアの捉え方・各エリアでの公共サービスの在り方
✓ 地域拠点施設を中核とした機能の集約化・複合
化の考え方 等

• 検討委員会のゴール
• 施設の現況・課題
• これからの検討の論点

WS①

WS②

WS③

• これからの公共施設に求
めること

• 相乗効果が見込まれる
公共施設機能の組合せ

• これからの公共施設に求
めること

• 各エリアにおける公共施
設サービスの在り方

主な検討内容

R６年度成果を
踏まえて継続検討

✓ 地域拠点施設の複合化モデルパターン
✓ シミュレ―ション結果に対する評価軸

✓ コスト試算やまちづくりへのインパクトの分
析・評価

✓ パブリックコメントを踏まえた対応
✓ 最終とりまとめ

✓ 方針としてのとりまとめ
✓ 次年度以降の事業スケジュール
✓ 事業実施上の課題

• 地域拠点施設への集約
化・複合化を図る機能

• 集約化・複合化の効果に
対する評価の視点

• シミュレーション結果
• 効果が期待される集約化・
複合化パターン

• 方針素案
• 事業実施にあたっての配慮
事項

• 最終報告

これからの時代に必要な公共施設の在り方、既存施設の再編について検討を行い、建築系公共施設の再編を図るため、公共施設在り方検討委員会、庁内検討、市民参加を通じて公共施設の在り方・再編方針をまとめていく。
令和６年度は主に「全施設を対象にこれからの公共施設の在り方について」、令和７年度は「地域拠点施設を中心とした再編の在り方」について検討を行う。

1

検討フローと公共施設の在り方・再編方針（構成案）

・庁内組織による検討
・施設所管課ヒアリング
・職員検討会の実施 等

資料１

本日 検討会①

検討会②

実施済

実施予定


